
　

保
護
司
法
が
昭
和
二
五
年
五

　

保
護
司
法
が
昭
和
二
五
年
五

月
二
五
日
に
施
行
さ
れ
七
五
周

月
二
五
日
に
施
行
さ
れ
七
五
周

年
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
一
九

年
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
一
九

年
六
月
に
は
更
生
保
護
法
の
施

年
六
月
に
は
更
生
保
護
法
の
施

行
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
法
律
も

行
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
法
律
も

時
代
と
と
も
に
、
社
会
状
況
に

時
代
と
と
も
に
、
社
会
状
況
に

合
う
も
の
に
改
正
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
令
和
七
年
の
刑

合
う
も
の
に
改
正
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
令
和
七
年
の
刑

法
改
正
に
よ
り
、
懲
役
刑
と
禁
固
刑
が
廃
さ
れ
拘
禁
刑

法
改
正
に
よ
り
、
懲
役
刑
と
禁
固
刑
が
廃
さ
れ
拘
禁
刑

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
私
達
は
、
再
犯
・
再
非
行
の
防

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
私
達
は
、
再
犯
・
再
非
行
の
防

止
に
向
け
て
研
修
を
重
ね
教
育
的
な
処
遇
が
で
き
る
よ

止
に
向
け
て
研
修
を
重
ね
教
育
的
な
処
遇
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
活
動
で
は
、
行
政
は
勿
論
福
祉
、
医
療
、
警

　

私
達
の
活
動
で
は
、
行
政
は
勿
論
福
祉
、
医
療
、
警

察
署
等
あ
ら
ゆ
る
団
体
の
連
携
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

察
署
等
あ
ら
ゆ
る
団
体
の
連
携
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
更
生
保
護
活
動
に
は
、
就
学
、
就
労
、
住
居
の
確

す
。
更
生
保
護
活
動
に
は
、
就
学
、
就
労
、
住
居
の
確

保
等
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
の
ご

保
等
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
の
時
代
ど
の
団
体
で
も
高
齢
化
が
進
み
保
護
司
を

　

今
の
時
代
ど
の
団
体
で
も
高
齢
化
が
進
み
保
護
司
を

引
き
受
け
る
新
し
い
人
材
が
確
保
し
に
く
い
時
代
と

引
き
受
け
る
新
し
い
人
材
が
確
保
し
に
く
い
時
代
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
か
ら
の
情
報
も
お
願
い

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
か
ら
の
情
報
も
お
願
い

に
は
、お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

に
は
、お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
更
生
保
護
の
活
動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い

　

日
頃
よ
り
更
生
保
護
の
活
動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昨
年
は
、
６
月
に
刑
法
等
の

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
昨
年
は
、
６
月
に
刑
法
等
の

改
正
に
伴
う
、
拘
禁
刑
の
運
用
と
刑
の
執
行
猶
予
制
度
の

改
正
に
伴
う
、
拘
禁
刑
の
運
用
と
刑
の
執
行
猶
予
制
度
の

拡
充
が
開
始
さ
れ
、

拡
充
が
開
始
さ
れ
、
1212
月
に
更
生
保
護
制
度
の
充
実
を
図

月
に
更
生
保
護
制
度
の
充
実
を
図

る
た
め
の
保
護
司
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立

る
た
め
の
保
護
司
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立

す
る
な
ど
、
再
犯
防
止
の
推
進
に
関
す
る
出
来
事
が
い
く

す
る
な
ど
、
再
犯
防
止
の
推
進
に
関
す
る
出
来
事
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
し
た
。

つ
も
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
、
保
護
司
法
の
改
正
は
、
地
域
の
安
全
・
安
心
に

中
で
も
、
保
護
司
法
の
改
正
は
、
地
域
の
安
全
・
安
心
に

た
め
に
日
々
活
動
さ
れ
る
保
護
司
の
適
任
者
確
保
や
活
動

た
め
に
日
々
活
動
さ
れ
る
保
護
司
の
適
任
者
確
保
や
活
動

環
境
の
改
善
、
保
護
司
の
安
全
確
保
な
ど
の
課
題
に
関
す

環
境
の
改
善
、
保
護
司
の
安
全
確
保
な
ど
の
課
題
に
関
す

る
取
組
が
含
ま
れ
、
本
年

る
取
組
が
含
ま
れ
、
本
年
1212
月
ま
で
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

月
ま
で
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
版
犯
罪
白
書
で
は
、
刑
法
犯
の
認
知

　

さ
て
、
令
和
７
年
版
犯
罪
白
書
で
は
、
刑
法
犯
の
認
知

件
数
が
令
和
４
年
か
ら
３
年
連
続
で
増
加
し
て
令
和
元
年

件
数
が
令
和
４
年
か
ら
３
年
連
続
で
増
加
し
て
令
和
元
年

と
同
水
準
と
な
り
、
再
犯
者
は
対
前
年
比
で
３
％
増
加
し

と
同
水
準
と
な
り
、
再
犯
者
は
対
前
年
比
で
３
％
増
加
し

て
い
ま
す
。
長
期
的
に
見
る
と
、
平
成
１
４
年
を
ピ
ー
ク

て
い
ま
す
。
長
期
的
に
見
る
と
、
平
成
１
４
年
を
ピ
ー
ク

に
犯
罪
総
数
は
減
少
し
た
一
方
、
検
挙
人
員
に
占
め
る
再

に
犯
罪
総
数
は
減
少
し
た
一
方
、
検
挙
人
員
に
占
め
る
再

犯
者
の
割
合
は

犯
者
の
割
合
は
5050
％
弱
と
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま

％
弱
と
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
鹿
児
島
県
内
で
も
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
増
加
し
、

す
。
鹿
児
島
県
内
で
も
刑
法
犯
の
認
知
件
数
は
増
加
し
、

再
犯
を
繰
り
返
し
が
ち
で
あ
る
と
い
う
課
題
が
続
い
て
い

再
犯
を
繰
り
返
し
が
ち
で
あ
る
と
い
う
課
題
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
鹿
屋
市
、
垂
水
市
、

る
こ
と
か
ら
、
鹿
屋
市
、
垂
水
市
、
肝
付
肝
付
町
、
東
串
良
町

町
、
東
串
良
町

と
の
連
携
を
深
め
、
新
た
な
加
害
者
も
被
害
者
も
生
ま
な

と
の
連
携
を
深
め
、
新
た
な
加
害
者
も
被
害
者
も
生
ま
な

い
安
全
で
安
心
な
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
に

い
安
全
で
安
心
な
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ
く
り
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
御
協
力
を
お
願

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
御
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
丙
午
の
年
は
情
熱
と
行
動
力
で
道
を
切
り
開

　

結
び
に
、
丙
午
の
年
は
情
熱
と
行
動
力
で
道
を
切
り
開

く
と
い
っ
た
縁
起
の
よ
さ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
皆

く
と
い
っ
た
縁
起
の
よ
さ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
皆

様
方
の
御
健
勝
、
御
多
幸
と
御
活
躍
を
御
祈
念
申
し
上
げ

様
方
の
御
健
勝
、
御
多
幸
と
御
活
躍
を
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

保
護
司
会
だ
よ
り

〜
肝
属
保
護
区
〜

第 14 号

発行所
肝属保護区保護司会

〈総務部〉
鹿屋市向江町29番地2号
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FAX：0994-35-4646

鹿
児
島
保
護
観
察
所
長

鹿
児
島
保
護
観
察
所
長

　

藤　

本　

健　

一

　

藤　

本　

健　

一

肝
属
保
護
区
保
護
司
会
会
長

肝
属
保
護
区
保
護
司
会
会
長

　

黒　

木　

次　

男

　

黒　

木　

次　

男

　

6060
年
振
り
の
丙
午
に
当
た
る

年
振
り
の
丙
午
に
当
た
る

２
０
２
６
（
令
和
８
年
）
が
始

２
０
２
６
（
令
和
８
年
）
が
始

ま
り
ま
し
た
。

ま
り
ま
し
た
。

　

鹿
屋
市
、
垂
水
市
、
肝
付
町
、

　

鹿
屋
市
、
垂
水
市
、
肝
付
町
、

東
串
良
町
に
お
住
ま
い
の
皆
様

東
串
良
町
に
お
住
ま
い
の
皆
様

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
達
は
、
社
会
背
景
を
考
慮
し
な
が
ら
犯
罪
予
防
と
、

　

私
達
は
、
社
会
背
景
を
考
慮
し
な
が
ら
犯
罪
予
防
と
、

再
犯
防
止
の
た
め
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。
ご

再
犯
防
止
の
た
め
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

法
改
正
が
行
わ
れ
定
年
制
の
見
直
し
も
行
わ
れ
ま
し

　

法
改
正
が
行
わ
れ
定
年
制
の
見
直
し
も
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
任
期
に
つ
い
て
今
迄
二
年
だ
っ
た
期
間
が
新
法

た
が
、
任
期
に
つ
い
て
今
迄
二
年
だ
っ
た
期
間
が
新
法

が
施
行
さ
れ
た
後
（
令
和
八
年
一
一
月
頃
）
に
は
三
年

が
施
行
さ
れ
た
後
（
令
和
八
年
一
一
月
頃
）
に
は
三
年

間
と
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

間
と
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
護
司
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
新
法
で
は
、
保
護
観

　

保
護
司
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
新
法
で
は
、
保
護
観

察
所
長
の
責
任
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
保

察
所
長
の
責
任
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
保

護
司
会
が
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
必
要
だ
と
思
わ

護
司
会
が
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
必
要
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
持
続
可
能
な
更
生
保
護
活
動
が
で
き
る
よ
う

れ
ま
す
。
持
続
可
能
な
更
生
保
護
活
動
が
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（1） 令和８年３月発行保護司会だより（14）号



社会を明るくする運動 出発式

大分県中津市中津サポートセンターにて研修会

グラウンドゴルフ大会

読み聞かせ会 牛根小学校

読み聞かせ会 松ヶ崎小学校

大分少年院視察研修

筑紫少女苑 視察研修

街頭キャンペーン研修会

ビブリオバトル大会

総理大臣メッセージ 伝達式

鹿屋支部

東部支部

垂水支部

社会を明るくする運動 出発式

社会を明るくする運動 出発式

令和７年度令和７年度 肝属保護区保護司会肝属保護区保護司会活動風景活動風景
令和８年３月発行 保護司会だより（14）号 （2）



地域との連携 「がね」料理教室
地域との連携 手芸小物作り

講演会 「犯罪被害者 家族の思い」

薬物乱用防止 街頭キャンペーン

講演会 「薬物乱用防止対策について」

BBS 県連事業参加

BBS鹿屋地区会

研修会・講演会

鹿屋市農業まつり参加
鹿屋市福祉まつり参加

更生保護女性会

更生保護女性会と
七夕飾り作り

チャリティーグラウンドゴルフ

鹿屋てのん塾 なぎなた教室

JLC活動協力

（3） 令和８年３月発行保護司会だより（14）号



【
小
学
生
の
部
】

　

社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に

　
　

西　

方　
　
　

逞
（
鹿
屋
小
学
校　

６
年
）

　

一
票
が
未
来
を
か
え
る

　
　

神　

野　

こ
は
な
（
鹿
屋
小
学
校　

５
年
）

　

今
の
犯
罪
と
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
　

谷　

口　

弥
心
琴
（
西
原
台
小
学
校　

６
年
）

　

笑
顔
が
た
く
さ
ん
あ
ふ
れ
る
日
本
へ

　
　

瀬　

脇　

大　

翔
（
協
和
小
学
校　

５
年
）

　

い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

　
　

加
治
屋　

ひ
か
り
（
協
和
小
学
校　

３
年
）

【
中
学
生
の
部
】
11
校　

61
作
品

　

文
字
か
ら
伝
わ
る
あ
た
た
か
さ

　
　

堀
ノ
内　

梨　

心
（
田
崎
中
学
校　

３
年
）

　

犯
罪
の
な
い
地
域
に
向
け
て

　
　

坂　

口　

凛
珠
夏
（
大
姶
良
中
学
校　

２
年
）

　

犯
罪
・
非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り

　
　

瀬　

筒　
　
　

凛
（
大
姶
良
中
学
校　

２
年
）

　

先
手
の
挨
拶
が
社
会
を
明
る
く
す
る

　
　

西　

元　

育　

未（
第
一
鹿
屋
中
学
校　

３
年
）

　

思
い
や
り
の
リ
レ
ー
で
つ
な
ぐ
明
る
い
社
会

　
　

窪　

田　

優
珠
羽
（
東
串
良
中
学
校　

３
年
）

【
学
校
賞
】

　

垂
水
市
立　

協
和
小
学
校　
　
　

６
作
品

　

鹿
屋
市
立　

鹿
屋
東
中
学
校　
　

９
作
品

　

鹿
屋
市
立　

田
崎
中
学
校　
　
　

７
作
品

　

鹿
屋
市
立　

大
姶
良
中
学
校　
　

20
作
品

　

鹿
屋
市
立　

第
一
鹿
屋
中
学
校　

５
作
品

　

肝
付
町
立　

国
見
中
学
校　
　
　

６
作
品

【
小
学
校
の
部
】
５
校
11
作
品
、

【
中
学
生
の
部
】
11
校
61
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第75回 社会を明るくする運動作文コンクール 第75回 社会を明るくする運動作文コンクール 肝属保護区優秀作品

【
法
務
大
臣
表
彰
】

　

◆
保
護
司

・
門　

倉　

義　

昭

　

・
東　
　
　

秀　

哉

【
法
務
大
臣
感
謝
状
】

　

◆
民
間
協
力
者

・
坂　

元　

葉　

子　

・
㈲
ア
イ
コ
ー

・
平
成
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
業
㈱

【
鹿
児
島
県
知
事
感
謝
状
】

◆
保
護
司

・
原　

田　
　
　

猛

【
全
国
保
護
司
連
盟理

事
長
表
彰
】

　

◆
保
護
司

・
内　

村　

政　

弘

【
九
州
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
表
彰
】

　

◆
保
護
司

・
原　

田　

和　

正

・
松　

原　

清　

一

・
山
之
内　

昭　

彦

【
九
州
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
感
謝
状
】

　

◆
民
間
協
力
者

・
㈱
森
建
設

【
九
州
地
方
保
護
司
連
盟

会
長
表
彰
】

　

◆
保
護
司

・
吉　

原　
　
　

光

【
鹿
児
島
保
護
観
察
所
長
表
彰
】

　

◆
保
護
司

・
笹　

井　

丈　

二

・
福　

永　
　
　

眞

・
松　

元　

清　

海

・
森　

山　

正　

樹

　

・
横　

山　

健　

一

【
鹿
児
島
保
護
観
察
所
長
感
謝
状
】

　

◆
更
生
保
護
女
性
会
員

・
久
保
薗　

芳　

子

・
渡　

辺　

チ　

ヨ

　

◆
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員

　

・
國　

光　
　
　

蓮

　

・
川　

添　

郷　

香

　

・
森　

脇　

佳　

奈

　

・
川　

添　

瑠　

香

　

・
迫　
　
　

莉
々
樺

　

・
城　

間　

こ
こ
ろ

　

・
柳　

沢　
　
　

心 （
敬
称
略
）

◆
民
間
協
力
者

・
西
大
隅
半
島
ノ
ウ
フ
ク
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

・
鹿
屋
体
育
大
学
な
ぎ
な
た
部

【
鹿
児
島
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰
】

　

◆
保
護
司

　

・
天　

野　

摩　

弥　

・
有　

留　

道　

雄

　

・
枝　

元　

貴　

久　

・
大　

迫　

正　

隆

　

・
加
治
屋　

純　

二　

・
貴　

島　

正　

勝

　

・
鮫　

島　

正　

子　

・
東
久
保　

英　

昭

　

・
永　

谷　

宏　

幸　

・
西　

丸　

晴　

彦

　

・
山　

内　

政　

洋

　

◆
家
族
功
労
者

　

・
門　

倉　

理　

美

　

・
東　
　
　

真
由
美

【
鹿
児
島
県
協
力
雇
用
主
会
会
長
感
謝
状
】

　

・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
藤
栄

退
任
保
護
司
（
敬
称
略
）

　

更
生
保
護
事
業
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
任
保
護
司
（
敬
称
略
）

　

今
後
の
ご
活
躍
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
鹿
屋
支
部
】

◆
令
和
７
年
2
月
1
日
付
け

　

前
下　
　

富
久
代

　

吉　

留　

義　

広

◆
令
和
７
年
10
月
11
日
付
け

　

大
久
保　
　
　

力

【
垂
水
支
部
】

◆
令
和
７
年
10
月
11
日
付
け

　

河　

野　

春　

香

【
鹿
屋
支
部
】

　

木
之
下　

正　

則

（
勤
続
20
年
）

【
垂
水
支
部
】

　

友　

岡　

晃　

文

（
勤
続
12
年
）

【
東
部
支
部
】

　

皆　

元　

秀　

美

（
勤
続
20
年
）

令和８年３月発行 保護司会だより（14）号 （4）


